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ご挨拶

　　本学の学問分野の中心である「家政学」の分野は、日々の生活の質を向上
させ、社会の課題を解決し得る研究分野です。SDGs の目標にも深い関連が
ありますし、地域社会との連携は不可欠なものです。
　本学は、千代田三番町キャンパスと町田キャンパスの2つのキャンパスに
おいて、それぞれ、近隣の地域との連携・協力関係を大切にして参りました。
千代田区、町田市、相模原市、八王子市をはじめ、地域の皆様には、本学学生の
成長を暖かく見守り、共に育てていただいていることに、深く感謝しており
ます。
　また、学生が学外における活動等の経験を積むことが、進路選択や卒業後の
活躍に大きなプラスの効果をもたらすことを実感しています。
　本冊子は、千代田三番町キャンパスと町田キャンパスそれぞれを拠点とする
地域連携活動をまとめたものです。教員と学生の活動の様子をご覧いただき、
ご助言を賜われましたら大変ありがたく存じます。

東京家政学院大学
学長　鷹野　景子
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地域と学びあい、地域とともに育つ

　令和４年度より、地域連携・研究（町田）センター長に就任いたしました。
どうぞよろしくお願い申し上げます。
　町田キャンパスでは、町田市、相模原市、八王子市を中心に、行政や地域の
方々とともにものづくり・まちづくり・環境問題などについて考える活動、
食品関連企業と連携した新商品やレシピの開発、地域の子ども・子育てを
さまざまな形でサポートする活動など、生活デザイン学科、食物学科、児童学科
の３学科がそれぞれの専門性を活かした多彩な地域連携活動を行っています。
本報告書の事例をご覧いただき、学生が主体的に地域に貢献することによって、
地域の力を借りて地域とともに成長していく姿を見てとっていただければ
幸いです。
　コロナ禍が続く中、制限されていた対面での活動も少しずつ行えるように
なってまいりました。また、オンラインでの活動もこれまでの経験により
ブラッシュアップできると考えております。今後も地域社会との連携、学び合い
を深めていくことを目指してまいりますので、ご支援賜りますようよろしく
お願い申し上げます。

町田キャンパス　　　　　
地域連携・研究センター長

新開よしみ
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人と人、地域と地域とをつなぐ『リエゾン』機能を拡充する
～産官学連携により、豊かな社会の実現に向けて～

日増しにあたたかさを感じ、春の気配が漂う季節となりました。３年来の新型
コロナウイルス感染症の拡大もやや沈静化し、社会全体が次のステージへと
向かっていることを感じる日々です。
　最近、『リエゾン』という言葉を耳にすることが多くなりました。2023年1月
からのドラマに『リエゾン－こどものこころ診療所－』がありました。リエゾン
（フランス語:liaison）には、「連携」「つなぐ」という意味があります。一人一人
違っていいんだなということと共に、人に寄り添ってくれる場、つないでくれる
場の存在価値に焦点が当たっていると思われます。
　人と人、地域と地域をつなぐ場は地域に多くあります。このドラマにも登場
するクリニックや、図書館等に加えて、大学もそうした拠点の一つとなることが
期待されています。この趣旨は2011年4月に制定しております本学の地域連携
ポリシーの根底となっております（巻末参照）。
今年度も“まじわる・うみだす・ひらく”をコンセプトに皆さまのご協力のもと、
多くの地域連携活動が繰りひろげられ、活動報告書を発行できる運びとなり
ました。さまざまな活動を通して、学生と教職員が学びあうことを喜び、それが
創造性と美意識を培うことにつながった
のではないかと思います。
本書を手に取ってくださった方々の人生
を豊かにするヒントが隠されていること
を願うばかりです。
今後も、関係者の皆さまには、本学の地域
連携活動センターの事業の発展のために
ご支援とご協力を賜りたく、お願い申し
上げます。

千代田三番町キャンパス　
地域連携・研究センター長

酒井　治子
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Case 1
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Case 1	 加工食品を上手に使って、たんぱく調整を
	 美味しく・楽しく・手軽に実行しましょう！

by　人間栄養学部　人間栄養学科
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Case 2
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Case 2	 千代田区の大学間で学び合う防災
by　人間栄養学部　人間栄養学科
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Case 3
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Case 3	 「和食」に着目した食育動画にチャレンジ！
by　人間栄養学部　人間栄養学科
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Case 4
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Case 4	 エフエムさがみ「地元応援マチラブ！」への出演
by　現代生活学部　児童学科
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Case 5
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Case 5	 「共に育つ」活動をめざして
by　現代生活学部　児童学科
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Case 6
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Case 6	 地域の子どもたちとつながる子ども体験塾2022
by　現代生活学部　生活デザイン学科・食物学科・児童学科
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Case 7
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Case 7	 『相原ふれあいフェスティバル2022』食育ゲームの出店
by　東京家政学院大学	Child	Studies	&	Nutrition
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Case 8



21

Case 8	 第 18回さがみはら環境まつり参加
 生分解性ポリ乳酸繊維布でコサージュを作ろう！

by　現代生活学部　生活デザイン学科
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Case 9
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Case 9	 2022年第4回ものづくりチャレンジ大作戦
by　現代生活学部　生活デザイン学科
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Case 10
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Case 10	 ジュニアサッカー選手に対する
	 補食についての栄養教育の実施

by　現代生活学部　食物学科
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Case 11
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Case 11	 津久井地域の魅力を詰め込んだ、
	 せんべいの新商品開発

by　現代生活学部　食物学科
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Case 12
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Case 12	 20 代女性をターゲットにした
	 「かりんとう」の商品開発

by　現代生活学部　食物学科



30

Case 13
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Case 13	 株式会社いいとも（韓国料理）連携
	 メニュー開発・料理コンテスト

by　現代生活学部　食物学科
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Case 14
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Case 14	「持続可能な消費と生産」を推進するための食育
by　人間栄養学部　人間栄養学科
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Case 15
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Case 15	 熟成黒たまの活用方法に関する共同研究（２）
by　人間栄養学部　人間栄養学科



36

Case 16
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Case 16	 地域資源を活用したアスリートの
	 体づくりのための食品開発

by　人間栄養学部　人間栄養学科
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Case 17
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Case 17	 東京五日市ジュニアユース
	 夏の強化合宿の帯同サポート

by　人間栄養学部　人間栄養学科
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Case 18
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Case 18	 親子で学ぶ料理教室
	 ～がんを含む生活習慣病予防～

by　人間栄養学部　人間栄養学科
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